
 

 
 
視床下部は、体内代謝の神経性調節に関与する代謝性統合中枢であると考えられている。電気生理学的研究により摂食調

節中枢が視床下部に存在することが明らかにされており、満腹中枢が腹内側核、背内側核あるいは室傍核に存在し、摂食中枢

が外側視床下部と弓状核に存在するといわれている。近年の機能形態学的および分子生物学的研究から、視床下部内に存

在する種々のニューロン特に GPCR（G-protein Coupled Receptor）リガンドを含有するニューロンによって摂食調節が行なわれ
ていることが分かってきた。 
弓状核には、NPY （Neuropeptide Y）や POMC （Proopiomelanocortin）などの摂食調節因子を発現するニューロンが多
数存在している。これ以外にグレリン ghrelinや GALP (Galanin‒like peptide)などの摂食調節に関与する活性ペプチドを含有
するニューロンの存在も明らかになっている。一方、外側野にはオレキシン orexin や MCH (Melanin concentrating hormone)
などを含有する摂食促進ニューロンが存在している。これら視床下部に存在する生理活性ペプチド含有ニューロンは、お互いに密

接な神経連絡をしていることが最近の我々の研究で明らかになってきた。また、従来から知られている、脂肪細胞由来の摂食抑制

物質である Leptin は血液脳関門を通過し、視床下部の摂食調節ニューロンに直接作用をおよぼしている。したがって、視床下
部の摂食調節ニューロンは、神経性および液性の二重支配を受けているということになる。グレリン含有ニューロンは、NPY 含有
ニューロンに軸索投射しており、グレリン含有ニューロンとオレキシン含有ニューロンは、相方向性にシナプスを介して神経連絡してい

ることも明らかになった。また、グレリンニューロン同志間のシナプス形成の存在も観察された。さらに強力な摂食促進作用をもつ

GALPは、オレキシンなどの生理活性ペプチド含有ニューロンと神経連絡していることも分かってきている。 
以上の結果から、グレリン、オレキシンなどをはじめとする多数の GPCR リガンド特に生理活性ペプチドを含有する摂食調節
ニューロンは、他の摂食調節ニューロンと複雑なニューロンネットワークを形成していると考えられる。今後さらに新規の摂食調節因

子の脳内探索が行われその機能解析が進み、摂食の調節機構の全容が解明されるものと考えられる。 
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